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長尾町の7地区を紹介してきました。いよいよ最後です。

【発行：長尾町自治会】

住 所：長尾町宅原 319-2

連絡先：長尾出張所

(電話)078-986-2581

岡地区は、宅原一之宮神社の南から北東にかけて民家が散在する、長尾町で
最も少ない 24 戸の集落です。地区の人口は、神戸市に合併した昭和 30 年時
点で 26 戸 131 人であったものが、平成 28 年には 24 戸 84 人に、そして現在は

24 戸 69 人に減少しています。

地区の主な産業は米作を中心とする農業で、24戸中 23戸が農家です。但し定

年退職者以外は勤めを持つ第二種兼業農家で、本格的な専業農家はありません。

米作の作付面積は上上津地区についで多く、特に山田錦の生産では長尾町で最も多く、平成 27 年には

1,376 袋（長尾町の 31.3%）を出荷しました。近年は、高齢化等により山田錦生産からの撤退者が増えていま

すが、営農組合が肩代わりして生産量の維持に努めています。

近年の出来事

・ 里づくり計画の策定

岡地区以外の長尾町の 6地区では、里づくり計画が平成12年から 17年にかけ

て策定されていましたが、当地区は未策定であったため、平成25年末から 4年弱
の歳月をかけ、平成 29 年 9 月にやっと策定することができました。

それにより令和元年度末に里づくり支援の助成金で、地区内の高
けいはん

畦畔約 1/3 に防草シートを設置しまし

た。今後も隔年の申請により、地区内の全部の高畦畔に防草シートの設置を目指しています。

・ 岡公会堂の再建

平成28年 12月に岡公会堂が焼失しました。各地区の公会堂と同様に、岡地区においても公会堂は地域

活動の中核であり、地区内の諸問題の討議会合の場として、また各種食事会等の地区住民交流の場として、
必要不可欠なものです。岡地区では公会堂の再建に向けて活動し、行政等の支援をいただいて平成 30

年 4 月に再建することができました。

しかし、1 年余り自前の集会所のなかったブランクは

大きく、伊勢講等の食事会が減少しました。そこで新た
な行事として納涼バーベキュー大会を催し、地区の活

性化に努めています。

・ 岡営農組合の設立

岡地区では、以前から担い手不足や農家の高齢化に伴って、農地の管理が大変だという話が聞かれ

ました。農家アンケートを行なった結果、地区内の営農組合に期待している農家が多いことが分かり、平成
27 年 12 月に岡営農組合を設立しました。

当初はオペレーター 7 名・農機の保有無しでスタートしましたが、本年度は、有井・豊浦地区からの参加も

得てオペレーター数が 14 名になり、2 台目の大型コンバインを購入しました。生産作物も当初の米作に加
え、北神味噌用白大豆・枝豆用黒大豆も栽培出荷しています。

岡地区自治会長 岡 博文

宅原一之宮神社

防草シートの設置
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長尾婦人市政懇談会
＝「敬老優待乗車証」でタクシー利用を！＝

今年の婦人市政懇談会は、
コロナ禍の影響で地区毎に
開催されました。

長尾婦人会は、8月６日、

長尾地域福祉センターで
澤田北神担当区長、職員4

名の方と意見交換を行いました。

行政側から道路の補修、街灯の設置、北神地区に

公立病院の新設、上津台との三差路の信号機設置等について説明していただきました。

来年度の要望として、「敬老優待乗車証」でのタクシーの利用をお願いしました。（運転免許証の返納は、

交通の不便な長尾町では日常生活に大きな影響が出てきます。）

9月21日の「敬老の日」に、

75歳以上の男性 108 名、

女性 156 名、合計 264 名

の方に自治会からお祝いの

品をお贈りしました。

（昨年は 266 名）

町内の最高齢者 岩谷地区 新谷太作さま(106 歳)

新谷さまは神戸市でも最高齢者です。

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、「町民ゴルフ大会」も開
催が危ぶまれておりました。

しかし、ゴルフ愛好家の皆様から、中止とするのは簡単であ

るが、やり方を考えて開催する方法はないのだろうか。との熱

い思いを受け、関係者が知恵を出し、プレーのみで開催し、表
彰式及びその後の懇親会は実施しないことで開催にこぎ着け
ることができました。

毎年参加いただいておりました行政関連、町内企業、近隣自治会関連の皆様にはご参加を見合わせて

いただき、結局、地元４０名、ゲスト４２名、計８２名の参加で開催いたしました。当日は超大型台風１０号の
接近により、ときおり強風が吹き荒れるという悪条件の中にもかかわらず、プレーをされた皆様は、それぞれ
が小さなボールに世相を反映し、「一球入魂」「疫病退散」「無病息災」などの願いを込めて真剣にプレー

を楽しまれました。

地元団体部門 優勝 下上津地区 2位 上上津地区 3位 下宅原地区

地元個人部門 優勝 美除英和さん 2位 前坊悦蔵さん 3位 片山良信さん

シ ニ ア部門 優勝 前坊悦蔵さん 2位 片山良信さん 3位 冨井昭博さん

来年こそは、新型コロナウイルス感染症も終息し、本来の楽しく和気あいあいとしたプレーと、町内の皆様

と大いに親睦が図れる大会が開催できることを役員一同祈念いたしております。

長尾町自治会 町民ゴルフ担当理事 片山 保雄

長尾幼稚園れんげ組の泥田遊びが、豊浦地区自治会長の田んぼで行われました。

最初は恐る恐るという様子で、園児たちからは「気持ち悪いよ〜」

という声も聞こえてきましたが、しばらく遊んでいる内に慣れてきたよ

うで、楽しそうに走り回っていました。

中には、よっぽど泥田が気に入ったのか、気持ち良さそうに頭以

外は全身泥の中に浸かった園児までいて微笑ましかったです。

最後はみんなで「よーい どん！」と、一気に泥田を駆け抜け、す

っかり泥田とお友だちという感じでした。

子どもたちの楽しそうにはしゃぐ姿を見ると、こちらまで元気になり

ますね。

幼稚園児が泥田遊び (豊浦地区) 7月 2日

敬老のお祝い品を贈呈婦人会コーナー

第 41 回長尾町民ゴルフ大会 ９月 6日
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長尾出張所の横（長尾交差点そば）に設置されていた時計台が、去る

6月 25 日撤去されました。

この時計台には古い歴史があります。正確な資料は残っていませんが、

今から約 65年昔、1955 年頃（長尾町がまだ長尾村と呼ばれていた時代)、
御影石が見上げる位の高さに積まれており、その上に時計が置いてあった

そうです。

これは当時の長尾村の中央位置を示す目印だったそうで、地方から来

た人に対してもひとつの目印となっていたようです。

その後、道を良くするため、拡張工事の計画が入った際、その石積みが

邪魔となり、撤去することになりましたが、その際、「時計をなくすのは如何

なものか」ということで、新たに時計台が設置されることになりました。

それが現在の時計で、約 20 年前、当時の有井地区長がライオンズクラブに依頼し、寄贈されたと聞きまし

た。(記録がなく設置年月不明)。

以来、有井地区で管理され、道を行き交う人々に時を知らせてきましたが、数年前よりたびたび止まるよう

になりました。さらに最近、支柱の老朽化による倒壊の恐れも生じ、その修理に高額費用がかかることや、時

計そのものの利用価値も疑問となり、結果、やむなく撤去が決まりました。

撤去される前、止まっている時計を見上げていると、ふと「大きな古時計」という曲を思い出しました。・・・

下上津ラジオ体操が、NPO法人全国ラジオ体操連盟から「ラジオ体
操優良団体」として 10 月 4 日付けで表彰されました。

下上津ラジオ体操は、青木国宏さんの提唱・指導の下、2017年5月

から下上津の熊野神社境内で始まりました。しかし、神社境内では家
族、親戚に不幸（葬儀）があると参加できないため、2 年後、下上津集
会所の敷地に変更しました。

毎朝、6 時 30 分、「新しい朝が来た 希望の朝だ ・・・」ラジオから

懐かしい歌が流れます。ラジオのリズムに合わせて、参加者 10 数名
が本当に気持ち良く体操をしています。「年を取ってからのラジオ体
操は、本当に体にいい。」「さわやかな一日が始まります。」などの声。

初めての方、下上津以外の方、いつでも自由に参加してください。

北建設事務所において、大江自治会長から北建設事務所の関田所
長に道路、河川、公園の補修に関する要望書が提出されました。

各地区から上がってきた要望をまとめたもので、今年は町全体で 36

項目の要望になりました。いずれも現地をよく見ていただいて、対応の

検討をしていただくようお願いをしました。
いくつかの要望を紹介します。

○農業用水の水路の壁が内側に傾いているので、その補修

○県道のマンホール部分をトラックが通過する度に、周辺家屋の振動が激しいので、その対策

○河川（岩谷川・長尾川・長野川・鹿の子川）のしゅんせつ、自生樹木の撤去

♪~いまは もう うごかない そのとけい~♪

「永い間、ありがとう。お疲れ様でした。」

下上津ラジオ体操 ＝優良団体表彰＝

自治会から北建設事務所へ要望書を提出 7 月 27日

さよなら「時計台」 (有井地区)
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住民票、印鑑証明書、戸籍、所得課税証明書の自動交付機
が、長尾出張所（旧連絡所）に設置されました。窓口での申請より

も手数料が安くなります。 （住民票 300 円⇒交付機 150 円）

利用にあたってはご自身のマイナンバーカードと、その暗証番号

が必要です。

なお、記載事項証明書など、交付機では発行できないものも一

部あります。また、交付された証明書の交換、返金はできません

ので操作にあたってよく注意してご利用ください。

おくやみ

〈上上津〉 辻 昌治さん [満 95 才] R2.6.27

〈有 井〉 北安喜知夫さん [満 95 才] R2.7.25

〈有 井〉 北安 清子さん [満 92 才] R2.8. 7

〈下上津〉 北 正博さん [満 71 才] R2.8. 9

〈 岡 〉 山中 英樹さん [満 65 才] R2.8.12

編集後記

下宅原営農改善組合では平成 20 年頃より「黒大豆枝豆オーナー制度」
に取り組んでおります。これは、主に長尾町以外の方がオーナーとして申

し込まれ、ご自身で大豆の苗を定植し、ご自身でお世話（除草・水かけ、土
寄せ）をし、ご自身の都合の良い時に各自で収穫して頂く制度です。

取組当初は、有機ＪＡＳ認証を受けたほ
じょう

場において、「アイガモ農法」を活

用した、農薬や化学肥料を一切使わない「有機コシヒカリ」の栽培とセットで

行っておりました。残念ながら、「有機コシヒカリ」はアイガモの世話が大変
で途中で断念することとなりました。

一方、枝豆オーナー制度が今日まで継続することが出来ましたのも神戸

市をはじめ兵庫県、ＪＡの各事業所並びに各担当者様のご支援・ご指導が

あってのことと思っております。改めましてお礼申し上げます。

令和 2 年度は、新型コロナウイルス感染防止の観点から定植会を例年の

2倍の時間を確保し、オーナー様が集中しないように、分散実施致しました。

枝豆オーナーの申し込み者も年々増加し、毎年申込して頂いている方も多くいらっしゃいます。

定植会に、最適な状況で苗を植え付けして頂けるように、昨年から 2 日に分けて播種作業を行い、植え

付けして頂くほ場も連作障害がおきないように、毎年替えるようにしております。

今後も多くの方に喜んで頂けるような「黒大豆枝豆オーナー制度」にしていきたいと思っております。10月

月の中旬頃には黒大豆の枝豆が大きく育っていることと思います。今から収穫が楽しみです。

今年度のオーナーは約 200 組で、320 区画（40 アール）です。

枝豆オーナーで地域活性化 （下宅原地区）

マイナンバーカードを使った証明書交付機が出張所に設置

「備えあれば憂いなし」

この夏はコロナ禍のため、夏祭りや花火のイベン

トはことごとく中止、お盆も親族の集いは自粛ムー
ド。さらに例年を上回る猛暑が続き、熱中症の心配
や農作物の被害など、あれこれたいへんな状況で

した。

秋には、大型台風による被害の心配、コロナにイ

ンフルも加わり、ダブル感染予防対策が求められ
ますが、引き続き「三密」の回避、ソーシャル・ディ

スタンスを意識しながらも、地域の連携・助け合い
は、より「密」にしていきたいものです。

有井地区担当 新 湯 雅 之

わがまち長尾町

令和2年 8月 31日現在
（神戸市ホームページより）

人 口 1,217 人

（内 65 歳以上 561 人）

男 性 580 人

女 性 637 人

世帯数 575 世帯


